
論題

著者

掲載誌

ISSN

刊行年月

判型

0910-9730

JIS-B5 (182mm × 257mm)

1970 年（昭和 45 年）3 月

神奈川県立博物館研究報告　第 3 号

鎌倉幕政における安達盛長の史的評価

八幡義信



は

じ

め

に

十
二
世
紀
末
葉
に
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
は
、
わ
が
国
最
初
の
武
家
政
権
で
あ

る
と
と
も
に
、
ま
た
地
理
的
に
も
古
代
律
令
政
権
か
ら
は
独
立
し
た
東
国
を
基

盤
と
し
た
点
に
特
色
か
あ
る
。
そ
の
草
創
期
に
中
心
的
役
割
を
果
し
た
の
が
源

頼
朝
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
幕
府
政
治
が
樹
立
さ

れ
る
に
は
数
年
間
に
わ
た
る
内
乱
過
程
の
政
治
的
苦
境
か
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
期
に
頼
朝
の
勢
力
基
盤
と
し
て
政
権
樹
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、

関
東
一
帯
の
在
地
武
士
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
一
般
に
は
東
国
御
家
人
と
呼
称

し
、
の
ち
に
制
度
化
し
た
も
の
と
し
て
御
家
人
制
度
と
総
称
す
る
。
し
か
し
、

各
御
家
人
の
幕
府
（
頼
朝
）
と
の
結
合
は
、
軍
事
・
政
治
両
面
で
頼
朝
と
封
建

的
主
従
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
共
通
性
と
と
も
に
、
そ
の
参
加
の
仕
方
や

役
割
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
御
家
人
制
度
の
実

態
は
き
わ
め
て
流
動
的
な
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
各
々
の
基
盤
と
過
程
を
個
別

研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

立
場
か
ら
千
葉
氏
、
三
浦
氏
な
ど
か
な
り
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
別

と
し
て
、
す
で
に
北
条
氏
（
時
政
）
、
足
利
氏
（
義
兼
）
な
ど
に
つ
い
て
若
干

注

１

の
検
討
を
加
え
た
の
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
安
達
氏
（
盛
長
）
に
つ
い
て
述
べ
て

鎌
倉
幕
政
に
お
け
る

安

達

盛

長

の

史

的

評

価

八

幡

義

信

み
た
い
。

注

２

安
達
氏
は
鎌
倉
武
士
の
在
庁
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
頼

朝
時
代
に
盛
長
が
活
躍
す
る
の
を
は
じ
め
、
幕
政
の
中
心
が
北
条
氏
に
移
っ
て

か
ら
、
景
盛
・
義
景
・
泰
盛
ら
が
北
条
氏
と
提
携
し
て
ま
す
ま
す
重
要
御
家
人

と
し
て
位
置
し
、
姻
戚
関
係
に
よ
る
執
権
北
条
氏
外
戚
と
な
っ
て
そ
の
役
割
は

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
中
世
史
研
究
に

お
い
て
安
達
氏
に
関
す
る
系
統
的
個
別
論
述
は
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
次

第
に
完
成
す
る
御
家
人
制
度
の
一
典
型
と
し
て
安
達
氏
に
関
し
て
若
干
の
検
討

を
試
み
る
。

尚
、
御
家
人
体
制
の
実
態
を
分
析
す
る
方
法
と
し
て
、
石
母
田
・
林
屋
両
氏

は
御
家
人
そ
の
も
の
を
三
階
層
（
豪
族
的
、
土
豪
的
、
名
主
的
）
に
類
型
化
す

べ
き
こ
と
を
提
案
さ
れ
、
彦
由
氏
は
類
型
化
を
ふ
ま
え
て
特
に
そ
の
中
で
も
源

家
御
一
族
を
峻
別
し
更
に
そ
の
歴
史
的
消
長
の
タ
イ
プ
を
も
考
え
る
べ
き
こ
と

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

石
母
田
正
氏
「
領
主
制
の
基
礎
構
造
」
（
古
代
末
期
政
治
史
序
説
上
巻
所
収
、

一

九

五

六

年

）

林
屋
辰
三
郎
氏
「
鎌
倉
政
権
の
歴
史
的
展
望
」
（
古
代
国
家
の
解
体
所
収
、
一

九

五

五

年

）

彦
由
一
太
氏
「
甲
斐
源
氏
と
治
承
寿
永
争
乱
」
（
日
本
史
研
究
四
三
号
所
収
、

一

九

五

九

年

）
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安
達
氏
は
次
に
掲
載
し
た
系
図
の
如
く
、
藤
原
北
家
魚
名
流
に
系
譜
を
ひ

き
、
相
継
は
上
野
介
・
備
前
守
を
、
そ
の
子
相
国
は
上
野
橡
、
国
重
は
下
野

橡
・
出
羽
介
と
な
っ
て
い
る
。
兼
盛
の
代
に
小
野
田
姓
を
称
し
、
そ
の
子
盛

長
・
遠
兼
の
時
に
は
じ
め
て
安
達
姓
を
称
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
仔
細
は

明
ら
か
で
な
い
・

盛
長
は
安
達
六
郎
あ
る
い
は
小
野
田
藤
九
郎
と
名
の
っ
た
よ
う
で
、
次
章
で

述
べ
る
よ
う
に
頼
朝
の
側
近
家
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
弟
の
遠
兼
も
や
は
り
安
達

藤
九
郎
を
名
の
り
頼
朝
の
御
家
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
遠
基
に
関
し
て
、
一
説

に
は
頼
朝
が
挙
兵
後
、
安
房
・
下
総
を
ま
わ
っ
て
武
蔵
国
に
入
っ
た
時
に
参
向

注

３

し
た
武
蔵
国
の
在
地
武
士
「
足
立
遠
元
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

景
盛
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
鏡
な
ど
に
よ
れ
ば
藤
九
郎
を
称
し
、
頼
朝
時
代
か

ら
父
盛
長
と
と
も
に
御
家
人
と
し
て
幕
政
に
参
加
し
て
い
る
。
実
朝
時
代
に
出

羽
権
守
（
出
羽
城
介
）
・
秋
田
城
介
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
秋
田
城
介
は
安

達
氏
の
世
襲
職
と
な
る
。
景
盛
の
母
は
尊
卑
分
脈
で
は
「
門
脇
少
将
女
」
と
あ

り
、
吾
妻
鏡
に
よ
る
と
丹
後
内
侍
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。
ま
た
盛
長
の
女
は
源
範
頼
の
室
で
あ
る
。

義
景
・
泰
盛
の
時
代
に
安
達
氏
は
最
盛
時
期
を
迎
え
る
。
景
盛
の
子
義
景
は

父
の
出
家
後
、
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
に
秋
田
城
介
、
延
応
元
（
一
二
三
九
）

年
に
は
評
定
衆
に
列
し
た
。
又
、
景
盛
の
女
は
北
条
時
氏
の
室
と
な
っ
て
執
権

八
幡
鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価
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北
条
氏
と
の
外
戚
関
係
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
経
時
・
時
頼
の
母
で
あ
っ
た
松
下

禅
尼
で
あ
る
。
そ
の
経
時
・
時
頼
が
引
続
い
て
執
権
と
な
る
に
及
ん
で
安
達
氏

は
い
よ
い
よ
幕
府
枢
要
の
地
位
を
占
め
た
。
特
に
寛
元
四
（
一
二
四
六
）
年
の

宮
騒
動
の
頃
に
は
、
執
権
時
頼
邸
で
た
び
た
び
「
深
秘
沙
汰
」
が
行
な
わ
れ
、

北
条
政
村
・
実
時
と
共
に
義
景
か
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
後
し
ば

ら
く
評
定
衆
で
あ
っ
た
。

泰
盛
は
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
義
景
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
宝
治
合
戦

（
三
浦
氏
の
乱
）
に
も
参
加
し
、
兄
弟
の
頼
景
・
時
盛
・
顕
盛
ら
と
と
も
に
引

付
衆
・
秋
田
城
介
・
評
定
衆
と
な
っ
て
幕
政
の
枢
機
に
参
与
し
た
。
執
権
政
村

・
時
宗
・
貞
時
の
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
泰
盛
が
権
勢
を
ふ
る
っ
た
時
代
に

は
、
幕
府
草
創
期
の
御
家
人
に
系
譜
を
引
く
一
族
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
か

わ
っ
て
、
得
宗
被
官
（
執
権
北
条
氏
嫡
流
家
臣
）
が
台
頭
し
て
く
る
。
弘
安
七

（
一
二
八
四
）
年
時
宗
の
死
没
に
よ
っ
て
泰
盛
の
外
孫
貞
時
が
執
権
と
な
っ
た

時
、
こ
の
対
立
が
表
面
化
し
霜
月
騒
動
と
な
る
。
こ
の
乱
で
安
達
氏
一
族
は
長

崎
頼
綱
を
中
心
と
す
る
得
宗
被
官
層
に
滅
ぼ
さ
れ
、
泰
盛
の
女
婿
金
沢
顕
時
も

下
総
に
移
さ
れ
る
。
そ
し
て
幕
府
執
権
政
治
は
北
条
得
宗
専
制
政
治
へ
と
移
る

の
で
あ
る
。

神
奈
川
県
立
博
物
首
研
究
報
告
第
一
巻
第
三
号
一
九
七
○
年
三
月

景
盛
・
義
景
・
泰
盛
に
至
っ
て
隆
盛
を
な
し
た
安
達
氏
の
基
盤
は
す
べ
て
盛

二
挙
兵
以
前
の
源
頼
朝
と
安
達
盛
長

長
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
伊
豆
配
流
時
代
の
頼
朝

と
盛
長
の
関
係
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

前
述
し
た
様
に
安
達
藤
九
郎
盛
長
は
小
野
田
三
郎
兼
盛
（
廣
）
の
子
で
、
安

達
六
郎
又
は
小
野
田
藤
九
郎
と
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
『
吉
見
系
図
』
に
よ
れ

ば
頼
朝
の
乳
母
の
一
人
で
あ
っ
た
比
企
尼
の
女
聟
に
あ
た
る
。
頼
朝
の
乳
母
に

は
比
企
尼
・
山
内
首
藤
経
俊
の
母
（
摩
々
局
）
・
三
善
康
信
の
母
の
姉
・
八
田

宗
綱
の
女
（
小
山
政
光
の
妻
、
寒
河
尼
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
『
吉
見
系

図
』
範
頼
の
項
に
、

頼
朝
乳
人
比
企
局
、
其
比
武
州
比
企
郡
少
領
掃
部
允
妻
女
也
、
三
人
之
息
女

在
之
、
嫡
女
者
在
京
、
初
奉
仕
二
条
院
、
号
円
後
内
侍
、
無
隻
歌
人
也
、
密

通
惟
宗
廣
言
生
忠
久
、
其
後
関
東
下
向
、
藤
九
郎
盛
長
嫁
生
数
子
、
比
企
禅

尼
二
女
河
越
太
郎
重
頼
妻
也
、
禅
尼
三
女
伊
豆
伊
藤
九
郎
祐
情
妻
也

と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
頼
朝
の
乳
人
で
あ
っ
た
比
企
尼
の
長
女
が

京
に
上
り
二
条
院
に
仕
え
て
円
後
内
侍
と
称
し
た
。
惟
宗
廣
言
と
密
通
し
て
島

津
忠
久
を
生
み
、
そ
の
後
、
関
東
に
帰
っ
て
安
達
盛
長
に
嫁
ぎ
数
子
を
生
ん
だ

こ
と
に
な
る
。
河
越
重
頼
の
妻
が
比
企
尼
女
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る

注
４が

、
盛
長
の
子
息
（
景
盛
・
時
長
）
の
母
は
、
い
ず
れ
も
門
脇
少
将
女
と
な
っ

性

５

て
い
る
。
た
だ
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
欄
外
に
は
、
「
母
門
脇
少
将
女
、
按
吾
妻

鏡
丹
後
内
侍
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
吾
妻
鏡
』
宝
治
二
年
五
月
十

八
日
条
に
、
「
秋
田
城
介
入
道
卒
、
従
五
位
下
行
出
羽
権
介
藤
原
朝
臣
景
盛
、

藤
九
郎
盛
長
男
、
母
丹
後
内
侍
」
と
あ
っ
て
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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尚
、
丹
後
内
侍
が
安
達
盛
長
甘
繩
邸
に
居
住
し
、
そ
こ
で
病
悩
に
な
っ
て
い
る

注

６

こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
盛
長
の
妻
が
丹
後
内
侍
と
称
す
る
比
企
尼
女
で
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

頼
朝
が
伊
豆
に
流
罪
と
な
っ
た
の
は
永
暦
二
（
二
六
○
）
年
で
以
後
二
十

年
間
に
わ
た
っ
て
配
流
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期
に
比
企
局
も
夫

の
掃
部
允
と
と
も
に
本
領
武
蔵
国
比
企
郡
を
請
所
と
し
て
下
向
し
、
治
承
四

注

７

（
二
八
○
）
年
の
頼
朝
挙
兵
ま
で
身
辺
の
世
話
を
し
て
い
た
。
後
に
鎌
倉
幕

府
を
組
織
し
た
頼
朝
は
乳
母
比
企
尼
に
鎌
倉
の
居
住
を
仰
せ
た
。
こ
れ
が
比
企

谷
で
あ
る
。
『
吉
見
系
図
』
に
は
、
「
伊
豆
流
罪
之
時
、
平
家
恐
権
威
、
国
人

不
與
一
食
、
（
中
略
）
頼
朝
牢
浪
之
間
、
比
企
禅
尼
令
哀
憐
、
武
州
比
企
郡
ヨ

リ
運
送
根
、
又
三
人
聟
二
命
ジ
テ
奉
扶
助
コ
ト
及
廿
年
余
、
」
と
あ
り
、
頼
朝

に
忠
節
を
つ
く
し
、
援
助
を
お
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
三
人
聟
」
の
中
に
は
当
然
、
安
達
藤
九
郎
盛
長
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
比
企
尼
を
通
し
て
頼
朝
と
結
び
つ
い
た
盛
長
は
、
伊
豆

北
条
の
地
で
頼
朝
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
。
頼
朝
が
伊
豆
国
の
在
地
武
士
で

あ
っ
た
伊
藤
祐
親
の
三
女
と
関
係
し
た
際
に
も
、
「
盛
綱
・
盛
長
は
兵
衛
佐

（
頼
朝
）
遁
れ
出
で
て
後
は
、
一
筋
に
敵
の
打
入
ら
ん
ず
る
を
相
待
ち
て
、
名

を
留
む
る
程
の
戦
比
の
時
に
あ
り
と
思
ひ
け
る
程
に
、
夜
も
漸
く
明
け
に
け
れ

性

８

ば
、
各
出
で
去
り
に
け
り
」
と
あ
り
盛
長
か
気
負
っ
て
い
る
様
子
や
、
盛
長
の

夢
見
の
話
が
書
か
れ
、
文
覚
上
人
の
も
と
に
頼
朝
の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
そ
の
行
動
の
範
囲
は
単
に
伊
豆
国
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

八

幡

鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価

次
に
頼
朝
挙
兵
以
後
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
治
承
四
年
四
月
の
源
三

位
頼
政
の
挙
兵
に
引
続
き
、
同
六
月
二
十
四
日
に
は
、
乳
母
関
係
で
京
都
の
情

報
を
一
旬
一
度
に
渡
っ
て
、
頼
朝
に
提
供
し
た
三
善
康
信
の
進
言
に
よ
っ
て
平

家
追
討
軍
事
行
動
の
端
緒
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
時
盛
長
は
小
中
太
光
家
（
後

の
政
所
知
家
事
）
を
伴
っ
て
累
代
御
家
人
参
集
の
た
め
御
使
と
し
て
活
躍
し
て

注
、い

る
。
ま
た
、
挙
兵
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
伊
豆
目
代
山
木
兼
隆
討
伐
の
際

に
、
大
和
判
官
邦
通
が
兼
隆
邸
内
及
び
附
近
山
川
村
里
の
地
形
を
こ
と
ご
と
く

図
絵
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
頼
朝
の
山
木
討
伐
が
成
功
し
た
と
さ
え

い
わ
れ
て
い
る
か
、
こ
の
邦
通
を
頼
朝
に
挙
申
し
た
の
も
安
達
盛
長
で
あ
っ

く
、
治
承
三
（
二
七
九
）
年
に
は
武
蔵
国
慈
光
山
へ
「
御
使
」
と
し
て
派
遣

注

９

さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
様
に
藤
九
郎
盛
長
は
頼
朝
の
乳
母
関
係
を
媒
介
と
し
て

強
固
な
社
会
関
係
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
親
子
関
係
の
観
念
は
、

単
に
血
縁
関
係
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
乳
母
関
係
か
ら
生
ず
る
武
士
統

合
の
社
会
関
係
に
よ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、
乳
母
は
血
縁
関
係
に
準

じ
て
族
的
結
合
の
手
段
に
と
ら
れ
る
可
能
性
も
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
比
企
尼
を
と
う
し
て
形
成
さ
れ
た
、
安
達
氏
と
源
頼
朝
の
主
従
関
係

は
、
ま
さ
に
中
世
封
建
社
会
に
お
け
る
乳
母
の
機
能
の
一
端
を
如
実
に
示
し
た

注

加

も
の
な
の
で
あ
る
。

三
内
乱
過
程
の
安
達
盛
長
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た
。
盛
長
が
い
か
な
る
根
拠
で
「
洛
陽
放
遊
客
」
と
い
う
邦
通
を
頼
朝
に
推
挙

し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
盛
長
が
兼
隆
討
伐
の
作
戦
を
た
て
そ
の
計
画
に

邦
通
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
勝
利
を
得
た
頼
朝

は
、
次
い
で
山
木
一
族
の
史
大
夫
知
親
の
蒲
屋
御
厨
の
沙
汰
権
を
停
止
し
た
。

注

廻

頼
朝
に
よ
る
最
初
の
沙
汰
で
あ
っ
た
。
同
年
八
月
に
は
頼
朝
は
流
罪
地
伊
豆
を

離
れ
て
相
模
国
土
肥
郷
に
向
っ
た
が
、
そ
の
折
、
安
達
盛
長
は
伊
豆
相
模
両
国

御
家
人
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
し
、
そ
の
記
載
順
序
も
北
条
氏
に
次
ぐ

注

喝

も
の
で
、
挙
兵
時
期
に
お
け
る
重
要
性
が
よ
く
わ
か
る
。

石
橋
山
合
戦
に
敗
れ
た
頼
朝
は
安
房
に
逃
れ
、
そ
れ
よ
り
在
地
の
諸
豪
族
の

招
請
の
動
き
を
示
す
。
そ
の
際
、
盛
長
は
頼
朝
の
御
使
と
し
て
各
地
に
派
遣
さ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
下
総
の
豪
族
千
葉
氏
の
場
合
は
、
使
者
盛
長
を
通
じ
て
頼

朝
の
命
旨
に
応
じ
、
さ
ら
に
、
「
當
時
御
居
所
非
指
要
害
地
、
又
非
御
襄
跡
、

注

皿

速
可
令
出
相
模
国
鎌
倉
給
」
と
進
言
し
た
。
こ
の
様
な
理
由
か
ら
頼
朝
は
始
め

て
鎌
倉
に
入
御
し
、
氏
神
と
し
て
鶴
岡
宮
を
小
林
郷
に
奉
還
し
、
同
十
二
月
、

大
倉
郷
の
新
造
御
亭
に
入
御
し
た
。
こ
こ
に
「
御
家
人
等
同
構
宿
館
、
自
永
以

注

巧

降
、
東
国
皆
見
其
有
道
、
推
而
為
鎌
倉
主
」
と
あ
る
よ
う
に
頼
朝
は
一
応
の
政

権
担
当
者
と
し
て
の
体
制
を
整
え
た
の
で
あ
る
。
石
橋
山
挙
兵
以
来
、
御
家
人

に
対
し
て
ひ
た
す
ら
「
至
家
門
草
創
之
期
、
令
求
諸
人
之
一
溌
給
御
計
也
」
と

協
力
を
求
め
る
態
度
を
示
し
た
頼
朝
が
、
御
家
人
間
に
鎌
倉
主
と
し
て
認
識
さ

れ
、
頼
朝
自
身
も
主
君
と
し
て
の
支
配
権
を
幕
府
の
機
構
や
組
織
の
上
に
主
張

す
る
よ
う
に
な
る
。
侍
所
設
置
や
新
造
御
亭
造
営
は
そ
の
顕
著
な
あ
ら
わ
れ
で

神
奈
川
県
立
博
物
首
研
究
報
告
第
一
巻
第
三
号
一
九
七
○
年
三
月

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
盛
長
は
伊
豆
流
罪
時
代
よ
り
の
家
人
と
し

て
そ
の
後
も
信
任
さ
れ
た
。
幕
府
新
造
御
亭
落
成
後
初
の
御
行
始
之
儀
は
、
藤

九
郎
盛
長
甘
繩
之
家
で
施
行
さ
れ
盛
長
は
馬
一
疋
を
奉
っ
た
の
を
は
じ
め
、
頼

朝
は
し
ば
し
ば
甘
繩
の
盛
長
邸
に
赴
い
て
い
る
。
そ
の
訪
問
は
後
年
ま
す
ま
す

頻
繁
に
な
り
、
尼
将
軍
政
子
・
頼
家
・
実
朝
な
ど
も
渡
御
す
る
の
で
あ
る
。

甘縄神明社と安達盛長邸吐（鎌倉市長谷）
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『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
七
月
十
六
日
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

渋
谷
次
郎
高
重
者
、
勇
敢
之
器
、
頗
不
趾
父
祖
之
由
、
度
々
預
御
感
、
凡
於

事
快
然
之
餘
、
彼
領
掌
之
所
於
上
野
国
黒
河
郷
、
止
国
衙
使
入
部
、
可
為
別

納
之
由
、
賜
御
下
文
、
価
今
日
被
仰
含
其
由
於
国
、
奉
行
人
藤
九
郎
盛
長
云

々

こ
の
条
は
渋
谷
高
重
の
勲
功
に
よ
り
国
衙
領
た
る
上
野
国
黒
河
郷
の
国
衙
使
入

部
を
停
止
し
、
年
貢
課
役
等
を
別
納
す
る
こ
と
を
下
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
別

納
と
は
国
衙
を
経
由
し
な
い
で
直
接
知
行
主
に
納
入
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ

っ
て
、
頼
朝
が
徐
々
に
南
関
東
の
一
勢
力
か
ら
東
国
支
配
権
力
へ
と
拡
大
し
て

ゆ
く
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
「
価
今
日
被
仰
含
其
由
於
国
、

奉
行
人
藤
九
郎
盛
長
」
と
あ
る
こ
と
は
、
当
時
該
国
に
お
い
て
安
達
盛
長
が
奉

行
人
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
上
野
国
を
も
含
め
た
北
関
東
の
組

織
編
成
は
、
幕
府
草
創
期
東
国
に
お
い
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
点
か
ら
、
上
野
国
と
安
達
氏
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
治
承
四
年

十
二
月
十
二
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

新
田
大
炊
助
入
道
上
西
依
召
参
上
、
而
無
左
右
、
不
可
入
鎌
倉
中
之
旨
、
被

仰
遣
之
間
、
逗
留
山
内
辺
、
是
招
聚
軍
士
等
、
引
籠
上
野
国
寺
尾
館
之
由
風

聞
、
仰
藤
九
郎
盛
長
被
召
之
詑
、
上
西
陳
申
云
、
心
中
更
錐
不
存
異
儀
、
国

土
有
闘
戦
之
時
、
諏
難
出
城
之
由
、
家
人
等
依
加
諫
、
猶
豫
之
虚
、
今
已
預

八
幡
鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価

四
文
治
・
建
久
年
間
の
安
達
盛
長
と
上
野
国
奉
行

此
命
、
大
恐
畏
云
々
盛
長
殊
執
申
之
、
価
被
間
食
開

こ
れ
は
、
上
野
国
の
在
地
領
主
新
田
義
重
が
東
国
に
お
け
る
頼
朝
の
挙
兵
に
與

同
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
治
承
四
年
十
二
月
と
い
う
時
期
に
鎌
倉
に
召

喚
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
新
田
氏
は
「
新
田
大
炊
助
源
義
重
入
道
（
法
名
上
西
）
、

臨
東
国
未
一
撲
之
時
、
以
故
陸
奥
守
（
義
家
）
嫡
孫
、
挿
自
立
志
之
間
、
武
衙

（
頼
朝
）
錐
遣
御
言
、
不
能
返
報
、
引
籠
上
野
国
寺
尾
城
、
聚
軍
兵
」
と
い
わ

性

照

れ
る
よ
う
に
、
源
家
一
族
で
あ
り
、
ま
た
、
北
関
東
の
雄
族
と
し
て
自
立
の
意

志
を
持
っ
て
、
頼
朝
の
挙
兵
同
心
勧
告
の
御
耆
に
対
し
て
も
こ
れ
を
無
視
し
、

上
野
国
寺
尾
館
に
軍
兵
を
結
集
し
て
引
籠
し
て
い
た
。
そ
の
自
立
の
論
理
は
、

彼
こ
そ
が
「
故
陸
奥
守
嫡
孫
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
又
、
『
山

注

Ⅳ

槐
記
』
に
よ
れ
ば
当
時
平
清
盛
に
書
状
を
送
っ
て
お
り
北
関
東
に
お
け
る
反
頼

朝
の
中
心
勢
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
新
田
氏
は
こ
の
治
承
四
年
十
二
月
の
鎌
倉

召
喚
以
降
幕
府
よ
り
疎
外
さ
れ
ほ
と
ん
ど
主
体
的
活
動
は
不
可
能
に
な
る
。

又
、
頼
朝
に
よ
る
北
関
東
支
配
は
養
和
元
年
の
小
山
・
下
河
辺
氏
ら
に
よ
る
志

田
義
広
・
足
利
忠
綱
（
藤
原
姓
）
連
合
打
倒
に
一
応
の
達
成
を
み
る
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
あ
と
で
、
新
田
氏
の
処
置
に
つ
い
て
穏
便
を
計
る
よ
う
頼
朝
に
執
申

し
た
安
達
盛
長
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
上
野
国
へ
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
安
達
盛
長
は
上
野
国
々
役
と
し
て
各
種
の
沙
汰
を
行
な

い
、
建
久
五
（
二
九
三
）
年
に
は
、
「
将
軍
家
入
御
藤
九
郎
盛
長
甘
繩
家
、
~

彼
奉
行
上
野
国
中
寺
社
、
一
向
可
管
領
之
由
、
於
當
座
蒙
仰
之
」
と
あ
る
よ
う

に
、
上
野
国
中
寺
社
一
向
管
領
の
権
限
を
も
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の

(6)



各
条
か
ら
考
察
す
る
と
、
少
な
く
と
も
元
暦
元
（
二
八
四
）
年
か
ら
建
久
年

間
後
半
に
至
る
時
期
に
安
達
盛
長
は
上
野
国
奉
行
の
職
掌
に
あ
た
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
、
右
の
史
料
か
ら
直
ち
に
元
暦
・
文
治
・
建
久
年
間
当
時
の

安
達
盛
長
の
上
野
守
護
職
掌
握
を
推
定
す
る
こ
と
は
て
き
な
い
。
学
界
の
一
説

注

咽

と
し
て
建
久
年
間
前
半
に
比
企
能
貝
の
信
濃
・
上
野
守
護
兼
任
説
が
あ
る
が
、

上
野
国
に
関
し
て
は
比
企
氏
よ
り
、
む
し
ろ
安
達
氏
の
存
在
が
重
要
で
は
な
い

か
。
鎌
倉
幕
府
の
守
護
に
つ
い
て
は
、
時
期
及
び
性
格
に
諸
説
が
あ
る
。
し
か

し
と
も
か
く
創
設
当
時
は
国
衙
の
総
追
捕
使
の
役
割
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
事
実
上
は
一
般
的
国
内
警
備
に
あ
た
っ
て

い
た
で
は
あ
ろ
う
か
、
そ
の
初
期
に
は
か
な
ら
ず
し
も
恒
久
的
職
務
で
は
な
か

っ
た
。
義
経
・
行
家
追
捕
の
後
、
建
久
初
年
頃
に
は
順
次
恒
久
的
国
内
警
備
機

関
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
盛
長
の
上
野
国
奉
行
人
の
職
掌
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
各
条
か
ら
考

え
る
と
、
一
応
守
護
と
は
別
個
で
あ
る
。
国
奉
行
人
は
、
二
、
三
の
例
か
ら
み

る
と
、
従
来
在
庁
の
行
な
っ
て
い
た
国
内
公
領
の
収
税
事
務
の
管
轄
及
び
土
地

管
理
に
あ
た
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
頼
朝
が
新
た
に
支
配
し
た
関
東
諸
国
で
、

国
衙
在
庁
に
代
る
べ
き
地
方
行
政
職
と
し
て
特
に
設
置
し
た
職
掌
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
職
務
が
漸
次
一
般
諸
国
守
護
の
職
務
に
併
合
さ
れ
て
、
守
護
が
国
衙

に
対
立
す
る
地
方
行
政
職
と
な
る
の
で
あ
る
。
安
達
氏
の
場
合
も
、
建
暦
二

（
一
二
一
二
）
年
に
「
安
達
左
衛
門
尉
申
上
野
国
奉
行
辞
退
事
、
今
日
有
其
沙

汰
、
無
恩
許
、
殊
可
行
検
断
之
由
」
と
あ
り
、
幕
府
は
安
達
景
盛
（
盛
長
息
男
）

神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
第
一
巻
第
三
号
一
九
七
○
年
三
月

の
上
野
国
奉
行
辞
退
を
不
許
可
と
し
、
「
殊
可
行
検
断
」
と
命
じ
て
い
る
の
で
、

お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
安
達
氏
の
上
野
国
奉
行
職
は
守
護
職
そ
の
も
の
で
あ
っ

性

四

た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
の
承
元
四
（
一
二
一
○
）
年
に
も
安
達
景

注

鋤

盛
は
故
足
利
忠
綱
の
遺
領
上
野
国
散
在
名
田
等
の
調
査
注
進
を
行
な
っ
て
お
り

安
達
氏
の
上
野
国
奉
行
職
は
、
承
元
以
前
の
あ
る
時
期
に
守
護
職
の
権
限
を
も

含
め
て
盛
長
よ
り
景
盛
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
該
職

は
景
盛
よ
り
子
義
景
を
経
て
孫
泰
盛
に
伝
え
ら
れ
る
。
尚
、
こ
の
頃
安
達
氏
が

注

刻

三
河
国
守
護
で
あ
っ
た
可
能
性
も
強
い
。

以
上
の
様
に
安
達
盛
長
は
文
治
・
建
久
年
間
に
は
上
野
国
奉
行
と
し
て
、
幕

府
草
創
期
東
国
に
お
け
る
一
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
北
関
東
の
組
織
編
成
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
北
関
東
の
反
頼
朝
諸
勢
力
の
否
定
と
幕
府
に
よ
る

再
編
成
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
東
国
政
権
の
確
立
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
ま

た
、
一
方
そ
の
間
に
も
鎌
倉
に
お
け
る
各
種
供
養
や
奥
州
藤
原
氏
討
伐
、
二
度

に
わ
た
る
頼
朝
の
上
洛
な
ど
に
も
御
家
人
中
の
踞
近
者
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。
頼
朝
の
盛
長
甘
繩
邸
訪
問
も
ま
す
ま
す
頻
繁
と
な
る
。
そ
の
訪
問
の
理
由

注

配

は
盛
長
邸
が
甘
繩
神
明
社
に
至
近
の
場
所
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
建
久
二

（
三
九
一
）
年
は
鎌
倉
大
火
に
よ
っ
て
数
ヶ
月
逗
留
し
、
建
久
三
（
二
九
二
）

年
に
は
実
朝
の
御
行
始
と
し
て
盛
長
邸
へ
入
御
し
、
建
久
六
（
二
九
五
）
年
に

い
た
っ
て
は
、
正
月
四
日
の
盛
長
邸
入
御
か
ら
、
十
二
月
二
十
二
日
の
同
邸
入
御

に
終
始
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
日
頼
朝
は
宿
泊
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
安
達

盛
長
は
幕
政
の
内
・
外
に
つ
い
て
頼
朝
の
最
大
の
協
力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

(7)



注

詔

頼
朝
は
正
治
元
年
正
月
没
し
た
。
頼
朝
の
死
亡
に
つ
い
て
は
『
吾
妻
鏡
』
の

「
相
模
川
落
馬
死
亡
説
」
や
『
保
暦
間
記
』
の
「
平
家
怨
霊
死
亡
説
」
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
誤
認
刺
殺
説
を
取
っ
て
い
る
史
料
が
あ
る
。

『
頼
朝
最
後
物
語
』
は
畠
山
六
郎
重
保
の
行
為
と
し
、
『
真
俗
雑
録
』
に
は
、

「
正
治
元
年
正
月
、
頼
朝
謁
鵺
岡
斉
藤
一
七
日
、
令
安
達
盛
長
留
守
旅
館
、
一

夕
有
披
白
衣
入
室
者
、
盛
長
捕
而
刺
之
、
祖
之
則
頼
朝
也
、
盛
長
大
骸
欲
自

殺
、
頼
朝
固
止
之
、
且
令
秘
其
事
、
告
中
外
以
暴
疾
、
是
夜
遂
莞
」
と
あ
り
、

安
達
盛
長
の
誤
認
刺
殺
説
を
伝
え
て
い
る
。
『
吾
妻
鏡
』
は
建
久
七
年
条
よ
り

正
治
元
年
正
月
条
ま
で
欠
文
で
、
一
方
、
『
保
暦
間
記
』
な
ど
の
記
事
も
信
渥

性
が
高
い
史
料
と
は
い
え
な
い
の
で
、
そ
の
真
偽
は
確
実
で
な
い
。
頼
朝
の
死

亡
後
、
安
達
盛
長
は
出
家
し
安
達
入
道
蓮
西
と
号
し
た
。

二
代
将
軍
頼
家
の
就
任
と
幕
政
の
実
質
支
配
が
元
老
御
家
人
の
合
議
制
に
委

ね
ら
れ
た
時
、
盛
長
も
そ
の
一
人
と
し
て
参
与
し
た
。
正
治
元
年
十
月
に
起
っ

た
侍
所
々
司
梶
原
景
時
失
脚
事
件
に
は
、
和
田
義
盛
と
と
も
に
最
強
硬
派
の
一

人
と
し
て
御
家
人
六
十
余
名
に
及
ぶ
連
署
弾
劾
状
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
時
期
に
は
三
河
守
護
・
上
野
国
奉
行
を
兼
ね
、
合
議
制
の
談
合
衆
と

し
て
訴
論
決
裁
に
も
あ
た
っ
た
。
幕
府
政
治
の
中
枢
的
位
置
に
立
っ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
連
署
状
を
最
後
に
安
達
盛
長
の
名
前
は
史
料
の
上

八

五
正
治
年
間
以
降
の
安
達
氏

幡

鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価

か
ら
消
え
た
。
そ
し
て
正
治
二
年
四
月
二
十
六
日
、
六
十
六
才
で
死
亡
し
た
。

こ
れ
は
『
尊
卑
分
脈
』
の
注
記
に
よ
る
も
の
で
、
吾
妻
鏡
な
ど
の
記
録
に
は
な

い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
草
創
期
の
老
臣
が
相
次
い
で
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
頼
朝
・
盛
長
と
同
様
に
、
そ
の
死
因
に
不
明
確
さ
の
存
す
る
人
物
も
い

ブ
ハ
》
Ｑ

盛
長
の
長
子
景
盛
は
政
子
や
北
条
氏
と
連
帯
を
強
め
、
盛
長
時
代
の
上
野
国

奉
行
職
も
守
護
の
権
限
を
も
加
え
て
景
盛
に
伝
え
ら
れ
、
建
保
六
（
二
二
八
）

年
に
は
秋
田
城
介
に
補
任
さ
れ
た
。
こ
の
職
は
以
後
安
達
氏
に
世
襲
さ
れ
る
。

実
朝
暗
殺
後
、
景
盛
は
出
家
し
て
大
連
房
覚
智
と
号
し
高
野
山
に
籠
っ
て
高
野

入
道
と
呼
ば
れ
た
が
、
彼
の
女
（
松
下
禅
尼
）
が
北
条
時
氏
室
と
な
り
そ
の
子

経
時
・
時
頼
が
泰
時
の
死
後
に
相
次
い
で
執
権
と
な
る
に
お
よ
ん
で
、
高
野
入

道
覚
智
の
幕
政
に
お
け
る
権
勢
は
い
よ
い
よ
強
い
も
の
と
な
る
。
系
図
の
様
に

北
条
氏
と
安
達
氏
は
密
接
な
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
宝
治
元
（
二
一
四

七
）
年
の
三
浦
氏
討
滅
の
背
後
に
も
安
達
氏
の
策
動
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
安

達
氏
の
役
割
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

以
上
、
草
創
期
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
の
一
典
型
と
し
て
、
安
達
氏
の
場
合
を

考
え
て
み
た
。
本
来
な
ら
ば
弘
安
八
（
二
一
八
五
）
年
の
霜
月
騒
動
で
安
達
氏

一
族
が
滅
亡
す
る
ま
で
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、
鎌
倉
中
期
の
安
達
氏
に
つ
い

て
は
先
学
の
研
究
も
多
少
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
安
達
氏
発
展
の
基
盤
と

な
っ
た
藤
九
郎
盛
長
に
つ
い
て
若
干
の
評
価
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

(8)



北
条

安
達盃

長

‐

景

盃

神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
第
一
巻
第
三
号
一
九
七
○
年
三
月

義
時
泰
時
１
時
氏

攻

村

１

－

実

泰

ｌ

実

時

北
条
・
安
達
氏
関

敏一時

誉韮
朝貢
直時

注
１
拙
槁
「
鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
北
条
時
政
の
史
的
評
価
」
（
歴
史
教
育
十
一
巻

六

号

、

一

九

六

三

年

）

同
「
執
権
連
署
制
成
立
の
直
接
的
前
提
ｌ
元
久
、
建
永
年
間
に
お
け
る

係
系
図

景
村

安
子

顯
盗

女
子

顯

｜ 時
｜ 顯
’ ｜

貞一女

時~｢子
ー

黍高
家時

「
北
条
時
政
政
権
」
の
実
態
分
析
Ｉ
（
政
治
経
済
史
学
十
八
号
、
一
九
六

四
年
）

同
「
伊
豆
国
豪
傑
北
条
氏
に
つ
い
て
」
（
武
蔵
野
四
八
巻
一
号
、
一
九
六

顯
時

玄
子(9)



八
幡
鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価

注注注注注注注
17 16 15 14 13 12 11

注注注注注注注
10 9 8 7 6 5 4

注
2

注
3

吾
妻
鏡

吾
妻
鏡

吾
妻
鏡

吾
妻
鏡

吾
妻
鏡

吾
妻
鏡

山
槐
記

九
年
）

同
「
鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
足
利
義
兼
の
史
的
評
価
」
（
歴
史
教
育
十
六
巻

十

二

号

、

一

九

六

八

年

）

~

竹
内
理
三
氏
「
在
庁
官
人
の
武
士
化
」
（
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
所
収
、

一
九
五
五
年
）

安
田
元
久
氏
「
鎌
倉
幕
府
ｌ
そ
の
実
力
者
た
ち
ｌ
」
所
収
一
九
六
五

年吾
妻
鏡
寿
永
元
年
八
月
十
二
円
条

尊
卑
分
脈
藤
原
北
家
魚
名
流
系
図

吾
妻
鏡
文
治
二
年
六
月
十
日
条

吾
妻
鏡
寿
永
元
年
十
月
十
七
日
条

源
平
盛
衰
記

吾
妻
鏡
文
治
五
年
六
月
廿
九
日
条

こ
の
時
期
の
御
家
人
の
考
察
に
は
乳
母
関
係
の
ほ
か
に
、
頼
朝
と
の
外
戚
関

係
、
外
姻
関
係
、
女
婿
関
係
な
ど
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

吾
妻
鏡
治
承
四
年
六
月
二
十
四
日
条

治
承
四
年
九
月
三
十
日

治
承
四
年
九
月
七
日
条

二
十
日

治
承
四
年
十
二
月
十
二
日
条

治
承
四
年
八
月
十
九
日
条

治
承
四
年
九
月
四
日
条

治
承
四
年
八
月
二
十
四
日
条

条

注
内内

46

注注注注
22 21 20 19

注
18

佐
藤
進
一
氏
「
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
」

安
田
元
久
氏
前
掲
論
文

吾
妻
鏡
建
暦
二
年
八
月
二
十
七
日
条

吾
妻
鏡
承
元
四
年
九
月
十
一
日
条

吾
妻
鏡
正
治
元
年
七
月
十
六
日
条

甘
縄
神
明
社
、
は
吾
妻
鏡
に
よ
れ
ば
伊
勢
別
宮
と
考
え
ら
れ
、
社
蔵
す
る
正

徳
二
年
八
月
瑞
峯
祖
堂
の
「
相
州
鎌
倉
郡
神
輿
山
甘
縄
寺
神
明
宮
縁
起
略
」

写
し
に
よ
る
と
和
銅
三
年
八
月
行
基
の
草
創
で
、
染
屋
時
忠
が
山
上
に
神
明

宮
、
山
麓
に
神
輿
山
円
徳
寺
を
建
立
し
後
に
源
頼
義
が
相
模
守
と
し
て
下

向
し
上
野
介
直
方
の
女
を
め
と
り
当
社
に
祈
祷
し
て
八
幡
太
郎
義
家
を
甘
縄

に
生
ん
だ
と
伝
え
る
。
ま
た
、
「
風
土
記
槁
」
に
よ
れ
ば
こ
の
寺
を
別
当
甘

縄
院
と
い
い
、
そ
の
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
が
、
神
仏
分
離
に
よ
り
寺

は
廃
滅
し
た
と
い
う
。

百
錬
抄
正
治
元
年
正
月
十
八
日
条

明
月
記
正
治
元
年
正
月
十
八
日
条
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